
写真 9

縄文時代晩期末集

石群

(土坑群 )

1.土坑70～ 73付

近

(上空より)

2.土坑40～42付

近

(上空よ り)
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ll文:時 代晩期末集

石群

t上坑
=革

)

1 妻〔石群東伊J土

器集中

出土状況 (南東よ

り )

2 土坑47

3 土坑43

4 土坑 6フ ・ア9。

80上 面JI:石

5 土坑68
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写真12

縄文時代晩期末集

石群

(土坑群 )

1.集石群東倶1土

器出土状況

2.土器集中内出

土滑石製管玉未製

品

(4個 がまとまつ

て出土 )

3.集石Bil内 出土

浅鉢

4.集石群、列石

2東側、柱穴群 3

(中央の土坑39に

はわずかであるが

焼土、炭があり、

炉であつた可能性

が高く柱穴群は住

居跡であつたと思

われる。東より)



写 11113
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2 土 l‐ll

3 土坑39

4 土坑36土器出

土状況
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写 1114
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縄文時代晩期末 1里

埋甕

1 (南 西よ り)

2 (南 東よ り )

3 断面 (南より)
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写真15

縄文 B寺代晩期末

柱穴群 1

土坑 16・ 17

1 (南 東より)

2 (北 西より)

(柱穴群 1は炉及

び焼土等は検出さ

れなかったものの、

住居に関係 したも

の と考 えられる)
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写真 16

1.2柱穴群 2

(縄文時代晩期末 )

建物跡 7(平安時代 )

1.(東より)

2.(南 より)

(建物跡 7は

1では右側

2では上方にある

柱穴群 )

(柱穴群 2も柱穴

群 1・ 3

同様に住居に関係

したものであると

思われる)

3 柱穴群 3

(縄文時代晩期末。

南より)
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写真18
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平安B寺代

1 4・ 8号住居

跡(西 より)

2 5住居跡 (西

より。炭化材等が

見られ焼失家屋と

思われ、金床石・

鉄澤 。金肌等が出

土 し鍛冶関係の住

居と推定される)

3 5号 住居 (西

より。

中央の大きな石が

金床石。鍛冶関係

の ピッ ト (土坑 )

が 2ケ所に見 られ

る)

ff
|ヽ

ぎ■ 1攣

慕■ず
か

絣

| :111‐ ■|●

I



|‐ヽヽ |ヽ
1・‐

‐ぷ
まヽド|

ボざ
:ヽ

r

■|

. 

魏

●
=ヽ

|||

‐
|||||.:.・ ■

ヽヽ
^|`ド

1ヽ、、編臀■、■k‐  ヽ  ヽ

r r ' I ll)

lk‐
｀`

為仄

:ゝ‐ギm、二
' ヽ

ヽ
ヽ

ぶ i

.*d

ギ一一一
鮭

i l

|、
|11 1

3
　ヽ

　

一

鵠
一
で

4

二
一笞



写真20

ー

平安時代  9号仁

居跡

1 検出状況 (西

より)

2 炭化材出土状

況

(西 よ り。焼失 家

屋と思われる)

3・ 4、 カマ ド

魃
1曖趾



写真21

平安B寺代

1 11・ 12号住居

跡

(西 より。11住 は

12住より新 しい)

2 10号住居跡力

マ ド

3 12号 住居跡力

マ ド

4 11・ 12号住居

跡上の土層 (北 よ

り)
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写真22

内

平安時代 13号住

居跡

1 検出状況 (東

より)

2 全景 (東より)

3 全景 (東ょり、

床面除去後)
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写真23

平安 0寺代

1～ 4、 13号住居

跡カマ ド

5 14号 住 居 跡

(東 よ り)

ミ屹
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写真24

卜
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1

平安時代

1～ 3、 15号住居

『亦

1 全景 (西より、

金肌 。炭等が集中

す る場所 があ り、

鍛冶関係の住居 と

思われる。)

2 羽□出土状況

3 集 石 ビ ッ ト

(内部から、金肌、

炭が集中 して検出

された )

4 17号 住 居 跡

(東 よ り )



写真25

平安時代

1 13・ 20弓 住居

「亦

1北 よ り )

2 21号住居 i亦

1東 よ り )

3 19。 23号住居

『亦

(北 よリー後方は、

製鉄関係遺構 3の

検出B寺のグリ,卜 ,

.l
.':.,4.

i!? ;.{.' 
^

冨磁‐で1
●

`

'特
■

む燎ギ

畿

ヽ
'

. 111:                ‐

鬱

f・

熱

憔
ザ

1 鍮

:ヾミ|｀1→‐‐1鍵|‐

ヽ` ■ 樹

魔

‐

2

|やさ や ||‐‐|

霧式

'岬 ど彰
る一　一一薄　　一　
一

燎
一
・　
・．卜
■
一

鰈



写真26

平安時代

1.19号住居跡

(北 より)

2.19号住居跡力

マ ド

3,23号住居跡力

マ ド

(右下の土器の内

面には、ウルシが

べつとりと付着 し

ていた。)

4.23号住居跡

(北より)



写真27

平安時代

1、 2、 25住居跡・

炭焼き窯

1.(東 より)

2.(南 よ り)

(25住居跡は、炭

焼き窯に掘り込ま

れる。)

3 24号住居跡力

マ ド

4.25号住居跡力

マ ド



写真28

平安時代

1.26号住居跡炭

化材出土状況 (北

より。焼失家屋で

ある。)

2.27号住居跡

(西 より、一部 に

炭化材等が認めら

れ焼失家屋と思わ

れた。)

3.29号住居跡炭

化材等 出土状 況

(西 より。焼失家

屋である。)
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写真30

平安時代

1 30号住居跡力

マ ド

2 30号住居跡内

北西遺物出土状況

3 32号 住 居 跡

(東 よ り)

4 5 32号住居

跡カマ ド



平安時代

1～ 3、 33号住居

足亦

1 (北 よ り)

2.南北隅の粘土

段

3 床面南西部焼

4 34号 住 居 跡

(北より、金床石 。

金肌等が検出され、

鍛冶関係の住居跡

と思われる。)
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写真32

平安時代

1～ 4、 34号住居

跡

1.2.中 央やや

北東のカマ ド状遺

構

3.金床石

4.土器出土状況

5.34・ 35号住居

跡 (西より。34住

は35住を切る。)



写真33

平安時代

1～ 3、 35号住居

跡

1.(北 より。床

面中央には、炭 、

焼土が集中してお

り、焼失家屋の可

能性がある。)

2.カマ ド

3.墨書土器出土

状況

4.36号住居跡

(1しより)



写真34

平安0寺代

製鉄 関係遺構 1

(炉 )

1.炉床検出状況

(南より)

2.3 断面

4.炉底の粘ユ状況

(南より)



写真35

平安時代

製鉄関係遺構 2

1.炉、灰原検出

状況

(西 より)

2 炉検 出状況

(上面に見えるの

はスラグ・窯体片)

3.灰原状況



写真36

平安時代

製鉄関係遺構 2

1.2.排滓溝検出

状況

・断面

3.炉 。第 1次面

(西 より)

3.炉 。第 1次面

(南 より)



写真37

平安時代

製鉄関係遺構 2・

炉

1.第 2次炉床面

(西より)

2.第 2次炉床面

(Jじより)

3.第 2次炉床面

断面

(北 より)



写真38

平安時代

製鉄関係遺構 2・

炉

1.第 2次炉床面

断面

(南より)

2.第 3次炉床面

(西より)

3.第 3次炉床面

(北 より)

4.第 3次炉床面

断面

(南より)


